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rVogue Pattern BookJにみる FashionDesign (3) 

-1970年代の分析を基にー

Fashion Design in iVogue Pattern BookJ 

-Based on analysis of 1970'sー

宮武恵子、新田彩乃、平田麻里子

Keiko MIYATAKE、AyanoNITIA， Mariko HIRATA 

はじめに

iVogue Pattern BookJを手掛かりに、 1950、

1960年代(以下:50年代、 60年代)のファッ

ション・デザインを取り上げた前 2稿 Eゅに引

き続き、本稿では 1970年代(以下:70年代)

のファッション・デザインについて考察をする。

前 2稿と同じく、ここで論じているファッシ

ョンとは、被服に関する流行の様相として、服

装やコーデイネート等の全体の雰囲気やイメー

ジを表す服飾表現の言葉としている。デザイン

とは、「ある目的のもとに創意工夫し、その構

想を具体的に示すことJである九本稿で扱う
fFashion DesignJとは、流行の様相として創

意工夫し具体的に示された服飾表現としてい

る。

調査は共立女子学園の図書館所蔵 fVogue

Pattern BookJ、1969-70年 12・1月号から 1979

年 11・12月までの56冊を対象とする。

1. 70年代ファッションにおける 2つの潮流

著書「生活デザインの体系」の第 4章にお

いて、 1920年以降の時代を 10年単位で捉えて

人々に影響を与えた時代の流れや文化を考察

し、ファッションとデザインの関係性について

述べている。 70年代はライフスタイルを反映

する文化とし、ライフスタイルが文化に影響を

及ぼした時代としているペゲルトルート・レ

ーネルト著、黒JII祐子訳の「絵でたどるモード

の歴史Jでは、ライフスタイルがモードに影響
を与えるようになったとしている九ここで述

べるモードとは、田中千代著「服飾事典Jにお
ける「ファッションと同義語になっているが、

デザイナ}や服飾研究家の聞では、使い分けさ

れているo そのシーズンのさきがけともいえる

作品Jであるという解釈が適切で、流行になる
前の見本型と言えるとしている 6)。またライフ

スタイルからの視点でこの時代をとらえている

Nj・スティーヴインソン著、古賀令子訳の「フ

ァッションクロノロジーJという文献では、ジ
ャンボジェット機の747で世界を飛び回るイン

ターナショナルなデザイナーやアーテイスト、

俳優、モデルを上げ、彼らの装いを 747ライフ

スタイルと称していたと記している九これら

先行文献で述べられているように70年代に台

頭したライフスタイルは、同時代のファッショ

ンと連関している。

70年代の社会情勢は、高度成長経済が鈍化

し始め変動為替相場によるドル・ショックや石

油危機などに相次いで見舞われ、戦後初の経済
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危機を迎える。省エネ、環境保護などのテーマ

が世界規模で論議されるようになり、人々の意

識は保守化、過去回帰傾向が強まり倹約・自然

志向へと傾いていった時代である。

自然志向を示す事例として、スウェーデンの

家具の会社であるイケア(lKEA)は、明るく

機能的な松材の家具とパッチ・カーペットのよ

うな簡素な田舎風のインテリア雑貨を提供し

て、世界中で大成功をおさめる。またアメリカ

では、アウトドアライフ、チープ・シック (cheap

chic:安価なものを魅力的に着る装いとその方

法)、ポパテイズム (povertism:貧乏・質素主

義/わざと粗野に、みすぼらしく装うイメージ)

等の流行が事例としてあげられる。これを基に

して、ニューファミリー層にこれらのライフス

タイルが拡大定着し、白木の家具、ホワイト・

インテリア、観葉植物、小鳥を飼う等が流行し

たヘ自然志向のライフスタイルを反映したフ

ァッションとしては、レジャーにおいて活動的

で着心地が良いという観点からジーンズが台頭

した。インテリア雑貨に見られるような志向の

反映としてエスニック&フォークロアの流行

が、前述の文献以外にも多くの先行研究で取り

上げられている。そしてあらゆる所得層の女性

たちが常に流行を取り入れながら、個人が好む

ベーシックなワードロープのアイテムを組み合

わせるコーデイネートやレイヤードの発想が生

まれてきた 9)。エコロジーや自然志向の考え方

から、質素でナチュラルな色と質感が好まれる

ようになり、ウール、綿、絹などの天然素材が

支持され、サイケデリックな模様や色はすたれ、

カントリー風やエスニック調の服にみられるソ

フトな色合いで柔らかい模様や柄のものが流行

する。ページュ色、カーキ色、砂色、褐色を帯

びた灰色、オリープ色、赤煉瓦色のような中間

色やアースカラーは、それぞれの色の組み合わ

せができて自由なライフスタイルを求める気分

と相まって人々に受け入れられていった附0

自然志向に反する事例として、若者に支持さ

れた音楽であるロック・ミュージックもフアツ

ションに影響を与えている。ハード・ロック

(hard rock:ブルースを基調とする激しいロッ

クを指す。歪んだ音のエレクトリック・ギター

を強調したサウンド形態が特徴)、プログレッ

シプ・ロック (progressiverock :プログレッ

シプとは、本来、「先進的j・「前衛的」という

ような意味)、ヘビー・ロック、グラム・ロッ

ク (glamrock :グラムは魅惑的であることを

意味する英語の"glamorous"に由来するといわ

れる)等、音楽形態はそれぞれ異なるが、より

自由な形式(クラシッ夕、ジャズ、現代音楽)

を取り入れて、ロック・シーンがスケール・ア

ップする。サザン・ロック、レゲエ、ウエスト・

コースト・サウンド等のジャンルが出現し、よ

り複雑化、細分化して変容していく。特に76

年にイギリスのロンドンでSexPistolsがデビ

ューし、パンク・ロックとしてその後英国に同

傾向のバンドが続々と登場し、ロックの一時代

を築いたとされている。 70年代のロックを基

点としたファッションについて高村是州は「ザ・

ストリートスタイル」で、「グラム:ロンドン、

ニューヨーク GlamJrUK・パンク:ロンドン

U.K.punkJ rモード・パンクスJrパンク・ロ

ッカーズJrストリート・パンクス」と細分化
してその特徴を述べている 11)0 rグラム:ロン
ドン、ニューヨーク GlamJのグラムとは別名

グリッターのことで、超過激なスタイルで演奏

するミュージシャンのファッションのことを指

している。グラマラスなスタイルで、華美で宇

宙的でパイセクシャルな雰囲気を特徴としてい

る。カ}リー・ヘアやグリース等で固めた長髪、

派手なメイ夕、豹柄やラメ、スパンコールのギ

ラギラとした光沢のあるスーツ、ヒールが

20cmもあるロンドン・ブーツやプラスティッ

クを施したプラットホーム・シューズなどが事

例である。 rUK・パンク:ロンドン U.K.punkJ

「モード・パンクス」は、デザイナーの

Vivienne Westwoodのパートナーであり、挑発

的な行為で知られる MalcolmMcLarenが仕掛

け人とされている。 VivienneWestwoodの提案
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する衣服はSexPistolsが愛用し、流行となる。

パンクは荒っぽく、反逆精神を倖裂させるファ

ッションで、衣服を切り裂いて穴を開けて解体

することで逆に新たなスタイルを作り上げた。

また素肌そのものを衣服ととらえタトゥーにピ

アシング、ポンテージといったSM的要素を取
り入れたもので、極めて前衛的なスタイルだっ

た。「モード・パンクスJは、 SexPistolsのヴ

ォーカル、 JohnnyRottenが見本となるスタイ

ルで、新品のスーツを解体し安全ピンやホッチ

キスでつなぎ合わせたりして、人とは異なる表

現で楽しむファッションのことを指している。

このように 70年代のファッションは、自然

志向のライフスタイルと反体制の代表的パン

ク・ロックが基盤となり現れた 2つの潮流が

あったと換言できる。これをMJ・スティーヴ
ンソンは、 60年代後半に派生したとみなされ

るものが継続する前半と、 80年代に属すると

考えられるものが姿を現しはじめる後半の 2

つの視点から時代をとらえている ω。またゲル

トレート・レーネルトは、其の時代のドレスを

事例に、前半をロマンチック・ルック、後半を

「成功のためのドレスJに向かう兆しとしてい
る問。ここでいう「成功のためのドレスJとは、
ミュージシャン等のステージ衣装を模倣して着

用したとされているドレスから発展して、 70

年代後半に台頭し、その後80年代に多くのデ

ザイナー逮が発表して流行する身体のラインを

意識したドレスのことを指しているのではない

かと考えられるo

2. 国・都市別にみる 2つの潮流

南静は「パリ・モードの200年Jで70年代
のモードの創始者たちは50年代までのオート

クチュール界を支配したいっさいの価値基準ー

エレガンス、ディスタンクション(上品さ)、

シンプリシティ、芸術性、完墜さ等々ーは時代

遅れで、この退屈な概念は60年代を通じて根

底からゆすぶられ、混乱と混雑を生み出したと

している。また、この時代のパリ・モードの創

造をリードしたのはプレタポルテの創始者たち

とし、オートクチュールよりプレタポルテを重

視することで商業的考慮が大きく働いていた時

代であったと記述している ω。50年代の黄金

期に50庖余り、 12，000名の顧客をかかえてい

たオートクチュールは、 73年のオイルショッ

ク時には、 20庖、 3，000名余りに激減し、ファ

ッション界における主導権を失う。しかもその

収入の半分以上が香水、バッグ、靴、アクセサ

リーなどに頼っていたo 一方 Portede 

Versaillesの婦人既製服見本市やプレタポルテ

の個人コレクションが人気を博し、 72年の春

夏のパリ・プレタポルテは、前年より 200社増

えて800社の参加となった。 70年代には、オ

ートクチュールとプレタポルテのマーケット・

シェアが完全に入れ替わってしまった時代とな
る 15lo

パリコレクション(以下:パリコレ)の提案

の変遷を時系列で記載すると、 70年の初頭は、

スカート丈の長さについてマスコミが大きく取

り上げている。 60年代に新しい提案として流

行したミニ丈から変わって、ふくらはぎの中央

くらいの丈のミデイまたはマキシマム

(maximum=極大)の略語でくるぶしまでの長

い丈のマキシ(マクシとも発音する)が提案さ

れたへしかしながら、この現象については

60年代のミニ丈の衝撃と人々への浸透と比較

すると、ミデイ、マキシともに大きな成果を上

げることがなかった 17)0 60年代から注目され

ていたYvesSaint-Laurentがシーズンを通しキ

ッチュ、レトロ、フォークロアなどのさまざま

な表現でコレクションを発表する。 71年 1月

に短いパンツ(ショーツ)いわゆるホット・パ

ンツを発表し、ホット・パンツに肩幅の広いロ

ング・プレザー、ウエッジ・ソールの靴という

キッチュなスタイルを提案した。ホット・パン

ツは、 71年の春夏コレクションでデイオール

社も発表した。その名称、は、アメリカのファッ

ション新聞 rwwoJが「情熱的なJまた「最
新のJといった意味をこめて名付けたことから
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一般にも使われるようになったとされている ω

則。ホット・パンツは、一時的には流行ったが

長続きはしなかった。 70年代の初めは60年代

から継承されているものと新しい提案とが混在

し、多様化時代となっていたのである則。

その後、デザイナーたちは、それぞれのとら

え方で、レトロやフォークロアの提案を行う。

Yves Saint-Laurentは、 71年の春に40年代ル

ックや秋にはラッフルをふんだんに使った前世

紀末ルックを打ち出してレトロ・ブームをリー

ドした。 71年・ 72年・ 73年のモロッコ調、 74

年の中国調、 74年・ 76年のコサックやペイザ

ンヌ・ルック、 76年のジプシー・ルックなど

民族衣装をイメージの基にフォークロアをテー

マとしたコレクションを発表している 2九これ

らのコレクションは、 1960年代後半のベトナ

ム反戦運動の基に生まれた自由と愛という人間

的な価値を尊重する精神を反映したファッショ

ンにも多大な影響を及ぼしたとされている mo

Emanuel Ungaro、LouisFeraud、PierreCardin 

などのデザイナーたちもフォークロアを取り上

げてコレクションで発表している。高田賢三は

フォークロアを取り上げた数多くのデザイナー

の中で、 70年代を代表するデザイナーである。

70年にパリのGa1erieVivienneにrJungleJapJ 

という名のプティックを聞いた却。この年、小

規模な春夏コレクションを自身のプティックで

行う。資金がなく日本から和服の生地を取り寄

せて服を使ったのが功を奏して、着物地のワン

ピースがフランスのファッション雑誌 fELLEJ

の表紙を飾る判。その後73年にKenzoを発足

したお}。高田賢三のフォークロアの提案は、 73

年のルーマニア、 74年のペルー、 76年の春が

アフリカ、秋がインデイアン、78年にはネール・

ルック、 79年にはエジプト調とさまざまな国

を取り上げて発想しているお}。フォークロアは、

73-74年秋冬の提案が最も多く、コレクショ

ンのテーマとして大ブームとなった。特徴は、

大きなフレア・スカート、ビッグ・マフラー、

ロング・ベストなどのビッグ・ルックと称され

るスタイルである制。ビッグ・ルックはサイズ

の大きな服の着こなしゃ、ギャザーやタックな

どをたっぷりとったデザインによる、ゆとりが

多くだぶだぶした感じのスタイルのことで70

年代の中ごろに流行したとされている割。

また、パリコレの70年代の流れについてカ

ジュアル化が顕著になったとしている文献もあ

る割。 71年のマリン・ルック、 71-72年の野

球やテニス、バスケット、ヨットなどのスポー

ツ・ルック、 75年の高田賢三や三宅一生が打

ち出したワーキング・ルック(ワーク・ルック)

としてジャンプスーツや迷彩柄のアーミー・ル

ックがその事例である。これらのファッション

は、当時の日本のファッション市場において、

アメリカで流行っている生活密着型のアメリカ

ン・カジュアル(略称:アメカジ、 AC)に対

して、色もデザインも遊びがあるファッション

で、ヨーロピアン・カジュアル(略称:EC) 

と呼ばれていた制。アメリカン・カジュアルは、

米国調のカジュアル・スタイルのことで、ヨー

ロッパ調カジュアル (EC)と対比させて、日

本で使われるようになった呼称であるo アイピ

ー・ルックやカリフォルニア風のスポーツ・フ

ァッションなどが含まれる制。 70年代に流行

したアメカジはスポーツ・ファッションを指し

ていると考えられるo 一方ヨーロピアン・カジ

ュアルは、ヨーロッパ風カジュアル・ファッシ

ヨンを指す和製英語でアメカジに対する言葉

で、ヨーロッパ独特のエレガント感覚を取り入

れたカジュアル・スタイルをいう到。 70年代

の後半のパリコレは、ロンドンから流行してい

たパンク・ファッションの影響を受ける。肩パ

ットをいれ、肩線を広めにとり、ウエストをタ

イトに絞る逆三角形のスタイルは70年代後半

から 80年代にまで引き継がれていった。この

スタイルはClaudeMontana、ThierryMugler 

が好んで提案していたお}。

前稿では、 ω年代のファッションの特徴と
してMaryQuantやミニ・スカートを事例にあ

げてストリート・ファッションを牽引していた
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イギリス、特にロンドンの重要性を提示した。

64年に BarbaraHulanickiがオープンしたブテ

ィック fBIBAJは70年代に入ってからも若者

逮の指示が多く集まっていた。ロマンティック

なイメージを展開し、初期のヒット商品は、カ

ラーとカフスをアクセントにしたシンプルなプ

リントコットンのスモック、ぴったりした袖の

Tシャツ、キャンパス地のニー・ブーツだった

判。その他には、アール・ヌーボー風の柄をと

りいれた 1930年代のランジエリーのようなサ

テンのイブニングガウンや 1940年代風のシル

エットを取り入れた肩パット入りのコートなど

がある。このコートは黒のフェイクファ一様の

ついたタペストリーのような生地で作られてい

た却。そしてω年代に流行していたミニのス
カートの終罵とともに、 fBIBAJが提案してい

たロングのスカートを穿いたエレガントな大人

の女性像が一般の人々に流行していった制。ま

た一方ではロマンティックの要素は、毒々しい

感じだったとも言われたが、その事例として、

70年にコスメティック分野に参入して製品化

した「黒のルージュやアイシャドゥ」をロマン

ティックなドレスやスカートを着用した際に提

案したことなどがあげられる 37)0 60年代後半

のロンドンはモードの気分が満載でその頂点で

流行を発信していたのが fBIBAJだったが、

次第に有名庖に変貌しプランドに近いものにな

りつつあった制。 KensingtonHigh S廿eetでは、

庖員は200人に膨れ上がり、 1階ではTシャツ、

アクセサリー、バッグ、水着、化粧品やインテ

リア雑貨、地階にはドレスやコート、子供服、

3階はメンズフロアで商品の量も増えて総合庖

となっていた。 BarbaraHulanickiのデザイン

的な、そして美学的な先見性によって、多くの

商品がヒットしたとされている刻。これらの商

品の特徴は、過去のものからのイメージやイン

スピレーションを基にした発想でデザインされ

たものであった制。商品とともにアール・デコ

風の建物の中にハリウッド映画のセットのよう

に作られた底内インテリアはその見事きで人々

を魅了したヘ 60年代後半から流行の最先端

を提案していた fBIBAJは、 75年に閉鎖した
42) 。
70年代のロンドンのファッションは、ファ

ッションスクール出身の若い才能や革新的なア

イデイアを発信していたデザイナーが成功して

いく制。 fBusStopJをやっていたLeeBender 

は70年代初めに最も成功していたデザイナー

の一人である。彼女は、ロンドンのCen甘a1St. 

Martins College of Artでファッションを学ぴ、

その後LondonSchool of Fashionに一年通い、

卒業後の69年に夫、 Ceci1と共に Kensington

Church Streetに初めてショップをオープンし

た。真っ赤な外装にゴールドのロゴを取り入れ

た斬新な庖だった。服は当時売れていたフラン

スのプランド、 cacharelにも通じるようなシッ

クさを持っており、アメリカ、カナダ、シンガ

ポール、日本にチェーン展開し、ロンドンを含

めると全部で 12庖舗になったという ω。

OSSIE CLA悶仁は 70年代前半に時代の寵児と

して絶頂を極めていたデザイナーであるといわ

れているo ManchesterのRegionalCollege of 

Artで学び、別のカレッジに通っていた妻とな

るテキスタイル・デザイナー、 CeliaBirtwell 

と出会う。その後ロンドンのRoyalCollege of 

Artで学ぶ制。 OSSIECLARKの服はストリー

ト感覚をもちながら上質でフェミニンな服を作

ったといわれている刷。低価格でマスマーケッ

ト用ラインのOssieClark for Radleyは世界中

で発売されるようになる。特徴は、 Celia

Birtwellのプリント柄のモスクレープやシフォ

ンの服を代表とするロマンティックなドレスで

ある 47)0 OSSIE CLARKの当初の商品は 60年

代のオプ・アートの影響を受けていたが、時代

の流れともに変化していったのである制。

Roya1 College of ArtでOSSIECLARKと同級生

だったZandraRhodesもその時代に活服したデ

ザイナーである。 OSSIECLARKと同じく、柄

が特徴的でありフェミニンな要素を取り入れて

いる。 ZandraRhodesのデザインを特徴づける
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のは、冬ものにはペルベッド等、夏物は薄いシ

ルクを多用した素材とカラフルな柄である。柄

は、民族衣装から発想したものが多く、ヒッピ

ー・ムープメントの頃のインデイアン柄から始

まり、アール・デコ的なものから次第にエスニ

ックな方向に向かったo ドレスの形態もエスニ

ックな方向へ向かったが、シフォンなどの優し

い揺れる素材の特徴と相まって絶妙なドレッシ

ーなフェミニンさを醸し出していたとされてい

る制。 70年代のロンドンは、 60年代後半に成

功したプティックやデザイナーのスタイルが流

行を創っていたと言える則。その後、 70年代

後半のロンドンは、パンクロックカルチャーの

台頭により一変する。ニューヨークで生まれた

パンクは、前述したVivienneWestwoodが大き

な影響を与えたパンク・ファッションとして世

界中の若者に影響を及ぼしていく。またDavid

Bowieのアルバムに登場するロック・スターな

どの模倣をした恰好の人々がロンドンではみら

れるようになっていった 51)0 David Bowieは70

年代を通して、メーキャップ、毛染め、ヘアス

タイル、衣装をユニセックス風に着こなして、

さまざまな工夫をしてファンを喜ばせた却。

アメリカのモード界は、 70年代のデザイナ

ーの大半が、既製服すなわち ready-to-wearで

の商品提供に集中していたが、ArnoldScaasi、

James Galanos、RoyHalstonは自分たちを指示

するバイヤー遠のために注文服いわゆるクチュー

ルを提案し続けていた。 ω年代に活躍していた
Geoffrey Beene、BillBlass、DonaldBrooks、

Rudi Gernreich、LuisEstevez、Oscarde la 

Ren旬、 PaulineTrigereとともに、 JohnAnthony、

Stephen Burrows、LizClaiborne、PerryEllis、

Norma Kamali、CathyHardwick、AnneKlein、

Calvin Klein、MaryMcFadden、GiorgioSant' 

Angelo、Dianevon Furstenberg等の新しいデザ

イナー遥が加わり、 70年代のアメリカのready-to-

wearは一層強化されていった。数多くいるデザ

イナーの中でRoyHalstonのカジュアル・モダ

ンな服は、自由な発想で70年代のアメリカの

ファッションの象徴であると言われている却。

そしてこの時代はアメリカン・ルックが注目さ

れるようになり、「今やアメリカ人の生き方こ

そがモダンなのだから、世界市場でも通用する

はずだjとRoyHalstonは語っている則。代表

的な作品は、シルクジャージのチューブドレス、

ジャンプスーツ、パンツ・スーツ、カシミア・

ツインセットなどで、多くは無地で、色は白や

ベージュ、あるいはパステルカラーであったお}。

推奨しようとしていた服の哲学は、シンプルで

あることと気軽きだった。すなわちシンプルで

あるほうが優雅で、着やすいと考えたからであ

る。この考え方は、増え続ける働く女性たちの

ニーズにぴったりと合致したため、その重要性

はどんどん高まっていった。女性たちに自由を

与えるアイテム、おしゃれの選択として、パン

ツをはくことをアメリカで奨めた最初のデザイ

ナーであるとされている。柔らかで賛沢な生地

とバイヤス、布地を布目(織物の糸の方向)に

そってまっすぐではなく斜めにカットする技法

と、きれいなシルエットを作るさまたげになる

ので縫い目と留め具を極力使わない工夫で知ら

れている刷。また、百leRolling Stonesでフロ

ントマンを務める MickJaggerの当時の妻であ

るBiancaJ aggerが着用していた RoyHalston 

のデザインの白サテンのパンツ・スーツは、ニ

ューヨークのナイトクラプStudio54やロンド

ンのパーティ等で人気を集めた。その自のスー

ツのジャケットは、肩の形状を保つために肩パ

ットをいれ、シルエットは身体に沿い、ボトム

はセンター・プレスのパンツだった印刷。

Studi054は、AndyWarholや Mick]agger、

Truman Capote、LizaMinnelli等の有名人も含

め、無名の人たちも個性的な装いを楽しむ場で

あったが、わずか 2年間で税務当局によって

閉庖を余儀なくされ、伝説的な存在となった

則。 RoyHalstonは、ファッション業界の企業

買収において最前線に立ったデザイナーとして

も有名である。自身は生産しない、ファッショ

ン関連商品に自分の名をライセンス供与した先
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駆者である。さまざまな価格帯の商品にライセ

ンスしたため、大衆市場は豪華なイメージを共

有できるようになり、この時代のアメリカのフ

ァッション・ビジネスを牽引してきたのである則。

その他特記すべき点は、 ready-to-wearのシ

ョーで、 StephenBurrows等の黒人のデザイナ

ーや Bever1yJ ohnson、NormaJean Darden、

A1va Chinn、PatCleveland等の黒人のモデルが

出現したことである。雑誌のカバー、ファッシ

ョンショー、広告などに起用されるモデルは、

白人だけの支配から黒人も入ることにより新し

い提案がなされていくようになった。また数多

くいるモデルの中で70年代のモデルの象徴は、

白人モデルのLaurenHuttonであると言われて

いる。彼女が支持された理由として、完壁では

ない美しさとカジュアルなエレガンスがアメリ

カの存在価値を示したと言われている。

一方、デザイナー逮からの提案ではない視点

でアメリカをとらえると、音楽の影響を受けた

ファッションも多く支持されたが、それは自由

で強いスタイルだったという 6九とくに影響を

与えたのはスラム出身の黒人のファンク・ミュ

ージシャンで、彼らのファッションは、フリル

のついたシャツ、細身のイタリア製シルクのジ

ャージパンツ、黒のタートルネック、レザーコ

ート、そしてグラムロッカーのように「上げ底J
のブーツo 底の厚さが 6cm、かかとが15cm

もあるブーツを穿き、華麗な装いを好み、その

志は成功を望んでいた刷。音楽の特徴を時系列

で捉えると、前半はグラム・パンクロックから

始まり後半にはディスコ音楽が出現する刷。デ

ィスコの流行は、 77年公開の映画 rSaturday

Night Fever Jを発端に、その後78年のrGreaseJ

などをきっかけとして人々に浸透していったo

どんな奥地に行っても、一夜にしてギラギラ光

り輝くダンスホールになり、土曜の夜ごとに主

演のJohnTravoltaやOliviaNewton-Johnの装

いが真似られたという。ディスコを基点にした

ファッションは、意表をつく色と素材、そして

ボディを強調したスタイルが大ヒットしたω。

前述したRoyHalstonが創り出し、他のデザイ

ナーが採用(模倣)したカジュアル・モダンな

服もディスコを好む人々に流行した刷。その特

徴的要素は、身体の線を隠すことが出来ない素

材で作られた超細身のぴったりしたスタイルだ

った。この傾向は、後の80年代前半の流行の

兆しとなるo その他、RalphLaurenが衣装を担

当した 2つの映画もファッションに影響を与

えた。一つ目は、 74年の映画「華麗なるギャ

ツピーJで、主演の RobertRedfordがRalph

Laurenの衣装に身を包んで英国のUniversity

of Oxfordの学生たちによって考案されたとい

う極端に幅広のズボンであるオックスフォード

バッグズとツイードのキャップを着用し人々の

共感を得た。また女優MiaFarrowの衣装はア

レンジされて百貨底Bloomingdale'sの限定ラ

インとして販売された倒 6九二つ目は、 77年

の映画 rANNIE HALLJ で、主演の Diane

Keatonが扮するアニーのスタイルがその当時

のスタイルとして支持された。高村は、このス

タイルについて1920年代を忍ばせる都会的な

装いとし、「アニー・ホール・スタイルJと提
示しているぺ RalphLaurenは、 Ca1vinKlein 

とともにツイードのテーラードスタイルを展開

し、特にニューヨークでは好まれた。 70年代

後半の事例としてニューヨークに注目する文献

もある刷。合理的なコーデイネートが持ち味の

ニューヨーク・ファッションは、マーチャンダ

イジングの重要性や、「働く女性(キャリア・

ウーマン)Jのための服が求められてきた時代

の象徴であり、アメリカはファッション・ピジ

ネスの先進国であった 70)。また前述した生活密

着型のアメカジはウエスト・コーストから火が

付いたファッションであり、カリフォルニア風

のスポーツ・ファッションであった 71)。

一方、ヨーロッパにおけるファッションは、

イタリアのミラノがルネッサンス期から布地や

仕立ての伝統を持っていたが、 60年代半ばま

ではパリの下請け生産工場として使われてい

た。その技術を持ってプレタポルテに台頭して
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いったのがこの時代である。 70年代後半には、

ニューヨークと同じく新たに注目された。ミラ

ノのファッションは、デザインと遊びに富むパ

リのプレタポルテとは対照的に、着やすく、機

能的でシックと称されている湖沼}。そしてイタ

リアを代表する GiorgioArmani、Gianni

Versace、Gian企'ancoFerreの3Gと称されるデ
ザイナー達がミラノ・コレクションを牽引して

いく加。

日本においては前述した高田賢三のパリデビ

ューを発端に、一年後に三宅一生がデビューし

て日本人デザイナーが世界の舞台にモードを提

案していく時代に入っていく。三宅は、 1枚の

布が服になるという今までの洋服の考え方とは

全く違う発想で、身体をゆったりと解き放った

とされている制。高田の提案したフォークロア・

ファッションは、日本においても若者の心を捉

え、 70年代を通じて一貫して流行したへ高

田や三宅に触発されて、日本は本格的な既製服

(プレタポルテ)ファッションの時代へ突入す

る。山本寛斎、松田光弘、コシノ・ジュンコ、

花井幸子、トリヰ・ユキ、菊池武夫などがその

時代を牽引したデザイナーである問。

日本のファッション産業として特記すべき点

は、既製服の時代を予測していた森英恵が提案

したプランド fVIVIDJはあったが、同時にア
パレル・メーカーが急成長しマンション・メー

カーが続々登場したことである。これらは独自

の製品を市場に送り出し、各地にプティックを

次々にオープンし、ファッション・ビジネスは

活気にあふれた。そして「ファッションJとい
う言葉は社会的な意味を持つようになる。 77

年に森英恵がパリのオートクチュールへの参加

を認められたのと同じ頃に、君島一郎、芦田淳

などが、パリ・プレタポルテ・コレクションに

参加した加。

パリやニューヨーク発の重ね着やフォークロア・

ルック、シンプル・シックを提案したファッション

雑誌「釦.anJが1970年に創刊、 fnon-noJが
1971年に創刊された制。 fan.anJは、フラン

スのトップ・モード誌 fELLEJと提携して、
新しい女性の衣、食、住に関するライフスタイ

ルを提案する雑誌として注目された。翌年創刊

の fnon-noJ は、集英社がアメリカの
fGLAMOURJと提携した雑誌である刷。この

2誌が、若い女性たちのライフスタイル・リー

ダーとしての役割を果たすようになったo 編集

の基本は、情報化社会と並んでファッション、

グルメ、インテリア、そして旅と占いを中心と

する誌面づくりで、「アンノン族Jなる新造語
も生み出した則。その後、 75年に fJJJが創刊

されて、雑誌が牽引するファッションが一般化

してくる。 fJJJは、女子大学生の聞で、横浜

の元町を中心に流行した「ハマトラ」や「ニュ

ートラ」をベースにし、小物は海外の高級プラ

ンドでまとめた派手だが清潔感のあるスタイル

を生んだ。代表的なコーデイネートは、春夏は

紺のプレザーやボタンダウンのシャツ、ポロシ

ャツ、巻きスカート、秋冬はムートンのコート

やニット・ジャケットにタータンチェックのプ

リーツスカートを合わせ、足元やバッグはプラ

ンドを合わせていた刷。「ハマトラJと「ニュ
ートラJの違いについては、「ハマトラ」は、
ヨコハマ・トラデイショナルの短縮形で、横浜

の元町周辺に集まる女学生の典型的なスタイル

を指しているo アイピー・ルックに、山の手お

嬢様風のかわいらしい感覚や、ミハマの靴やキ

タムラのバッグなど横浜オリジナルのプラン

ド・アイテムを加えたスタイルである制。一方

「ニュートラJは、語源はニュー・トラデイシ
ョナルであるが、日本語のニュートラが意味す

る内容は日本独自のスタイルのことを指してい

る。いわゆるトラデイショナル・ファッション

をきれいな色柄使いなどで「山の手お嬢様」風

にアレンジしたもので、エルメス、グッチなど

海外高級プランドのグッズを合わせるスタイル

が典型的である刷。この時代は特に足元には

Yves Saint-Laurentのウエッジ・ソールの靴が
流行したo バッグは、セリーヌやデイオールな

ども含めて高級プランド、ゴールドのピアスな

-66-



rVogue Pattern BookJにみる FashionDesign(3) 

どのアクセサリーを付けてコーデイネートして

いた制。

渡辺明日香は「ストリート・ファッションの

時代Jで、日本のストリート・ファッションの
変遷を述べ、体系化している。渡辺は 1970年

代の日本のファッションについて、従来のよう

にパリのプレタポルテから発信されるのではな

く、主に原宿の竹下通りを活動の本拠とする若

者たちから発信されるようになったとしてい

るo そしてこの時代のストリート・ファッショ

ンについて 2つの事項を上げている。一つ目

は60年代最後のヒッピー・アングラ・スタイ

ルを受け継いだフォークロア・スタイルが全盛

となった事と、二つ目はω年代のミニが一転
して布をたっぷりと使ったロング・ドレスやA

ラインのコートなどのロング丈とビッグ・ルッ

クのファッションである刷。一つ目のフォーク

ロア・スタイルは、 70年代前半から人々に受

け入れられていたが、後半にはロマンティック・

ファッションへの回婦が顕著になり、チュニッ

クやスモック・ブラウス、フリルの付いたエプ

ロンドレス風のワンピース、ティアード・スカ

ートなどのアーリー・アメリカ調や北欧のロマ

ンティックなものが好まれるようになったとし

ている。二つ自のピック・ルックはパリで提案

されたスタイル、アイテムが日本のストリート・

ファッションにも受け入れられミデイやマキシ

丈が流行り、全体的にビッグでロマンティック

なファッションが主流となったとしている。さ

らにロング丈のボトムのバリエーション、パン

ツやホット・パンツが登場してさまざまなボト

ムが提案されるとともに編み上げブーツやウエ

ッジ・ソールの厚底サンダルなど足元のおしゃ

れがクローズアップされた制。また、ジーンズ

も若者ファッションのシンボルとなる。 71年

には、ホット・パンツの大流行とともに、カッ

ト・オフ・ジーンズや 70年代半ばには、古く

なったジーンズにアップリケのようなツギハギ

をあてたり、ワッペンやチロリアン・テープを

くっつけたり、思い思いの刺繍をしたりとジー

ンズにオリジナリティとアート性を持たせたジ

ーンズが製品としてジーンズ・ショップで売ら

れるようになった。この手法は、ジーパンから

マキシ・スカートを作ったり、古くなったジー

ンズの布きれを継ぎ合せて新しいジーパンをつ

くるといったリフォーム・ジーンズといわれる

提案を流行させた制。 70年代の後半には、本

来のウエストラインよりも下に、あるいは腰骨

に引っかかって着用するヒップ・ハガーの釣鐘

の形のように裾広がりになったベル・ボトム・

ジーンズが流行する刷。さらにスポーツ・ウエ

ア、ジーンズに代表される作業着などのタウン・

ウェア化などファッション全体がカジュアルの

方向に大きく変化していった時代ともいえる

則。その事例として、70年代の初めにアーミー・

ファッションが学生たちに人気となる。これは、

米軍払下げのジャケットやバッグを用いるスタ

イルで、安くて丈夫ということでチープ・シッ

ク・ファッションの定番となる。 75年頃から

ワーク・ウェア(別名:ワーキング・ウェア)

を取り入れたワーク・ファッションや「酷使に

耐える、頑丈」なの意味であるヘビー・デュー

ティになぞられた激しい労働あるいは過酷な自

然条件に耐えられる耐久性と実用性のあるとい

う要素を取り入れたアイテムを着こなすヘビ

ー・デューティ・ファッションなどが流行し始

める。これらのアイテムは、いずれもアパレル・

メーカーがっくりだしたものではなく、ストリ

ートから生まれたスタイルである則。

国別で 2大潮流を時系列的に捉え 70年代の

ファッションの特徴について現象を記述してき

た。この論述を前々稿・前稿と論じてきた 50

年代と 60年代のファッションの推移を含めて

検証すると、 50年代は、パリのオートクチュ

ールのコレクションから発信された情報が世界

に影響を与え、 60年代では、パリのプレタポ

ルテコレクションとロンドンのストリート・フ

ァッションの双方がファッションに影響を与え

てきた。 70年代は、音楽から影響を受けたス

トリート・ファッションがさらに表面に浮上し、
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国や都市を超えて混ざりあっていったと言える
92) 。

3. 70年代におけるファッション・デザイン

の特徴

3・(1)アイテムの特徴

アイテムの特徴としては、 60年代の流行が

継続し発展した膝上のミニから始まりその後ミ

デイやマキシなどのスカートやドレスが提案さ

れたようにボトムの丈に注目できる。 60年代

の象徴であるミニ・スカートをAndre

Courregesが1965年に発表してから、約 5年

間人々が共感し着用していたとしている。この

流れを変えようとする動きは、今まで流行のア

イテムとしてミニを積極的にとりいれていた代

表世代であるティーンエイジャーたち自身から

始まったとしている。彼らは66年以後にミニ

が程度の差はあるがあらゆる年齢層に波及する

のを見て、逆にウルトラ・ロングに傾斜し始め

た。一方デザイナーが提案するコレクションで

も、前述したように70年春夏シーズンのオー

トクチュールのコレクションにはウルトラ・ミ

ニのスカートと並んで大量のミデイやマキシが

登場した。 71年にはあらゆる種類のトレンド

とスタイルが登場し、スカートの長さはミニか

らマキシまで様々な長さが提案されていた則。

同じ年のシーズンではスカートだけではなく、

短い丈という意味では同じである前述したホッ

ト・パンツが氾濫したo70年の初めは、 60年

代の流れが継続して短いスカートが主流であっ

たが、四枚はぎの布地で仕立てられたふくらは

ぎまで届く長さのミデイのスカートもあらわれ

る則。ドレス・アイテムでもマキシ・ドレスや

ロング・ドレスが登場し、 60年代後半に「フ

ラワー・ビープル」と呼ばれたヒッピーのイメ

ージを発想とした柄やベイズリー柄、女性らし

い布地やソフトな色調が特俄である。インドの

服や布地など、非西洋文化のエスニック・スタ

イルは、田舎やヴイクトリア朝時代の美意識を

思い出させる昔を懐かしむロマンティックなイ

メージもスタイルに反映されている。絞り染め

や花柄のほか、ドレスや装身具に飾りのビーズ

や房をつけて自分流にアレンジした。そのコー

デイネートは、プリント柄のヘッドスカーフや

ターバンを加えたりした刷。

前稿で記述したパンツ・アイテムはさらに進

化して 1970年代に広く流行していく。 1971年

のYvesSaint-Laurentの40年代ルックでは、パ

ンツ・スーツやジャンプスーツを発表している

制。パンツ・スーツはあらゆる場面で着用され

るようになり、ウール地やツイード、コーデユ

ロイ、ベルベッドやニット地やその他の合繊繊

維が多く用いられるようになり、色々な素材で

展開されるようになる。そして、ホット・パン

ツも若い一般女性たちが着用した代表的なパン

ツのアイテムである問。

60年代までには、若者の誰もが着るものに

なっていたジーンズはさらに広まっていく。特

にヒッピー・ファッションの特徴であった色あ

せたフェードアウト・カラー、フレア・ジーン

ズは一般的になっていった。ジーンズの流行は、

アンチT・P・Oを生み、ドレス・アップから

カジュアルへ大きく流れを変え、着やすく、安

く、自由に着こなしができるファッションへと

進み始めていく。この流れとともに前述したア

メカジにも欠かせないアイテムとして取り入れ

られた則。

1969年のLeviStrauss & Co.の fLEVIS
FLARESJは、ワーキング・ウェアから、ポリ

エステルのダプルニットのファッション素材へ

というデニムの再開発の波に乗ったとされてい

る商品であり、ベル・ボトム・ジーンズの「リ

ーパイス 646Jは、ヒッピー・ファッションの

ジーンズの特徴となり、多くの人々に支持され

たoさらにジーンズのファッション化は拡大し、

Le吋 S甘auss& Co.以外のWrangler、Leeなど

がブルー・ジーンズを提供していった捌刷。

ヒッピー・ファッションの終罵とともにジーン

ズは、パンクへと継承される。 69年に登場した、
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Le吋Strauss& Co.の裾部分がわずかに広がり、

裾口は後ろのほうが前より少しだけ長くなって

いるブーツ・カット・ジーンズやスリム・ライ

ンが特徴の577ジャケットも含めて、アメリカ

東海岸に始まるパンク・シーンのスタイルに浸

透した。ジーンズは世界的なファッションのカ

ジュアル化傾向の後押しを受けて、その勢力を

急速に伸ばしていったが、一方ではアンチ・フ

ァッションの一環として、好みに合うよう改造

することも多かったという。また身体にぴった

り合った“第 2の肌"のジーンズとして、脚

の長さを強調するため、ウエストの位置を高く

したものや、 GloriaVanderbiltやCalvinKlein 

が発表したデザイナー・ジーンズは、上流階級

の人たちが着用するようになっていった削0

70年代後半には、製造業者からなる団体で、

14のプランドを生み出した、 TheGenius 

Groupが登場する 1則。百leGenius Groupはジ

ーンズのヴインテージ加工技術の開発を進め、

モダン・ジーンズとして注目を集める。ここか

らDIESELやKATHARINEHAMNETTなどが

デビューする。

3-(2)素材・柄の特徴

自然回帰の気分の象徴として先に述べたウー

ル、綿、絹などの天然素材以外に、特記するべ

き素材に、デザイナーたちがドレスに多く用い

ていたジャージをあげることができる。 John

Batesの背が大きくカットされたいわゆるパッ

クレスなイブニング・ドレス、 RoyHalstonデ

ザインのBiancaJaggerが着用したドレス、烏丸

箪雪のレーヨン・ジャージのフリル使いのイブニ

ング・ドレス、 DIANEVON FURSfENBERGの

シルクジャージのドレス、 GeoffreyBeeneの

マットジャージーのドレスなどが事例である

間)0 DIANE VON FURSTENBERGは、ジャー

ジを好んで使っていた 70年代を代表するデザ

イナーである。 1969年にイタリアの織物会社

Angelo Ferrettiで修業を始め、ここでプリント

のシルクジャージを使ったいろいろな丈のチユ

ニック・ドレスやバイヤス・カットのシャツ・

ドレスなどを作り始めて、その後72年にニュ

ーヨークで独立した。 70年代にスカート部分

が 1枚の布で作られていて、身体に 1回巻き

つけて前で布を合わせてウエストで留めるラッ

パーラウンド・ドレスを作り、ベストセラーの

ーっとなった刷。 73年に発表した幾何学模様

のラップ・ドレスはニューヨークを中心に大流

行となる。またジャージを好んで使った

Geoffrey Beeneは費沢な素材に安価な素材を

組み合わせながらカジュアルな服を作るアメリ

カのデザイナー11:1)で、例えばフランネルをラ

インストーンやシフォン、ジャージ、タフタな

どで装飾したりする附。

ジャージとともにコットンや万能のポリエス

テルなどは普段着として取り入れられた素材で

もあったが、流行に敏感な人々が夢中になった

のが手作りのニットウェアであった刷。明る

い色で幾何学模様の編地の服は人々を魅了し

た。ニットウェアはさまざまなデザインが提案

されたo 前述したアメリカ人の黒人モデルの

Beverly Johnsonは74年にコットン・ニットの
カーデイガンと揃いの前ボタンのタンク・トッ

プを着用している。 75年のLondonFashion 

Weekでは、さまざまなデザインの流行のニッ

トウェアが取り上げられた。縞模様のニット・

ジャケットとスカート、対比色を使ったデザイ

ンなどさまざまなデザインが商品化された。継

続的にニットを提案しているイタリアのファッ

ション・ハウスのMissoniは、ニットウェアを

中It:、としてコットン、リネン、シル夕、ウール

を用いた生活衣料品をデザインしていた。明る

くカラフルな模様は、同社のトレードマークで

ある附。この提案は、妻のRositaMissoniが、

夫のTaiMissoniが水彩で描いた色彩とパター

ンを編地に置き換えることから始めた。

Missoniの独特なトータル・ルックは部分染め

した糸で構成されている。これがすばらしいミ

ックス・アンド・マッチの費沢なニットのオリ

ジナルの基盤となっており、ルネサンスの譲り
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のするラインを作り出しているとされている

側。その他、クロッシェ編みのニットも、この

時代に愛された素材であった刷。クロッシェ

編みは、 70年代を通してニットを使った工芸

技術を磨いたデザイナーのKaffeFassettも使

った編みである。KaffeFassettは、パートナー

のBillGibbとスコットランドのハイランド地

方を旅したことからニットを手掛けるようにな

る。旅からヒントを得たナチユラルな色づかい

のハンドメイド作品でトツプ.デザイナ-とな
つた 11附0ω}

柄については、フラワーパワー風の模様やベ

イズリー柄を特徴としてあげることができる

2100花柄は優しいタッチの柄が多くなり、また

多数の柄と組み合わせる手法がみられる。花柄

と幾何学柄を組み合わせたり、花柄の大きさが

異なるものを組み合わせたドレスなどである

112) 0 OSSIE CLARKの作品ではこれらの表現が

数多くみられる 11悶へ3

柄や手法を用いて提案されたアイテムはマキ

シ.ドレスやロング・ドレスが象徴的なもので、

「ファッションクロノロジー」ではマキシ・ド

レスを取り上げて作品と柄の特徴を記述してい

る114)。テキスタイルのスペシャリストとコラ

ボレーションして提案されていたドレスとし

て、 ZandraRhodes、Bil1Gibbの作品を紹介し

ている。 71年のZandraRhodesのサーキュラ
ーカットでハイヨークのマキシ・コートは、ス

クリーンプリントのフェルトを用いている。柄

はベイズリー、幾何柄などの 3種類の柄を組

み合わせている作品である。 72年の BillGibb 

のワンピースは、パターンやプリントをはぎ合

せて中世風のドレスを発表している。彼は、ハ

ンドプリントのレザーを用いてテキスタイルに

は凝っている作品を提案したデザイナーであ

る。その作品は、刺繍、ニット、アップリケ、

ビーズ使いなど職人技を駆使して一つの柄の上

に別の柄を重ねて新しい柄を作るパターン・オ

ン・パターンを提案し、複雑な豪華さを醸し出

した。またこの文献では、 JamesWedgeの4

種類の柄を使ったロング・ドレスを掲載してい

る。 JamesWedgeは70年には、すでに時代の

ロマンティクな潮流に乗って、パッチワーク・

プリントなどを使って、使い捨てではなく、も

のを育むという精神を表現した。フォーククラ

フトと称して、装飾やホームメイドへの関心に

発展した70年代に注目してエコロジーへの関

心や自然回帰にまで高まる意識からクラフト関

連の書籍に人気が高まっていったと記してい

る。他には、回国風のノスタルジックなコット

ンプリントで市場を独占したLauraAshleyも

掲載されている。LauraAshleyの小さな会社は、

WalesのPowysで生まれ、夫の Bernardが、

フラットスクリーンプリント法をVictoria& 

Albert Museum (V &Aミュージアム)の伝統

工芸から発想したo7花5年頃には、 5∞万ポンド

の年商とイギリス国内とパリの 6庖舗のほか

アメリカや日本にも売り場を持つた 11削5勧}

「印FA必SH凹ION 世界服飾図鑑」では、ロング.ド

レスを取り上げているo 記述されているデザイ

ナーは、 OSSIECLARKの他に、 Zandra

Rhodes、BillGibb、LauraAshleyなどの作品を

上げている刷。ここでも柔らかな花柄、柄と

柄を組み合わせたロング・ドレスなどの時代を

捉えた表現が確認できる。

3・(3)その他の特徴

70年代は、アイテムを組み合わせてコーデ

ィネートを楽しむ時代に入ったとも言える。例

えば、ミニ・スカートにマキシ丈のコートを合

わせたり、ミデイのスカートにベロアやニット

素材で出来た丈の短いプルオーバーや、小ぷり

のジャケットと組み合わせて着るなど、はっき

りした対比(コントラスト)のスタイルで装っ

たという uにまた短いホット・パンツは、冬

には暖かいウール地で作られ、ウールのタイツ

と床丈のコートと合わせて着用していた事例も

対比のスタイルである刷。シャツ・ブラウス

とポロ・ブラウスは、単品として使われ70年

代末期では、 10代の若者用としてTシャツや
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ロマンティックな 「おばあちゃんブラウス」が

流行に加わり、ジーンズやスカー トに合わせて

滑られるようになった 119)。ブティックやお応

ではアイテムをセパレーツして展開し、人々は

アイテムを組み合わせてミスマ ッチ胤のコーデ

イネー トを楽しめるようになった。また色と色

の組み合わせを楽しむカラー ・コーデイネート

も可能なl時代となっていき、フ ァッションを装

うための要素が広がった l制。 70年代中頃のボ

リュームのあるアイテムやレイヤードの着こな

しは、コーデイネートのH寺代であることを印象

づける。スモックやチュニックはヨークから大

きく膨らんでふくらはぎ半ばまでの丈となり、

制lも大きくなってカフスを巻き上げるなどして

新方を工夫する。フル・レングスのコー トはJぷ

に引きずるほどの丈になってマン トのようにな

り、ペザン ト風のブラウスやキュロ ットの上に

重ねられた 削。 スカート を2]"1ねたダブル ・ス

カートや興なる色のカシミアをlfIねているレイ

ヤードの着こなしなどのようにコーデイネー ト

の表現が多岐に広がった。

また足元のコーディネート も注目され、分厚

いブーツやス トラップ ・サンダル等さまざまな

選択肢があった。J仰が長く見えるウエッジ ・ソ

ールやプラッ トフォーム ・シューズは、プリン

ト柄のロング・ ドレスと合わせるスタイルと し

て当時の流行のコーデイネートだった 制。 ア

クセサリ ーもドレスやスーツを際立たるために

必要なアイテムとなる。音楽シーンで注目され

たステージ衣装を瓦似たフ ァッションは、 柔ら

かくて張撃な布地が好まれたため、帽子やハン

ドバッグも含めて、 多くがスエー ド、ビロード、

フェイクファーで作られていた。ウエス トで絞

めてJJI~を目立たせるチェー ン・タイ プの珍しい

ベルトのように、ベル トは大いに意味を持つア

イテムであった。つやつやしたサテンやクラ ッ

シュ ・ベルベット、ロ ング ・ストラ ップ付きの

ショルダー ・バッグは、 若い女性の必須アイテ

ムであり、アール ・デコにヒン トを待たバッグ

は、凝った装飾や人造宝石に合わせてつくられ、

ス トラップは、細めのチェーンから太めの革ま

で多岐にわたっていた 凶。

4. rVogue Pattern BookJの構成

rVogue Pattern BookJに掲載されている全

写真、スタイル画を前稿に習い分析し、各号の

緋j真について考察した。構成は (表 1-1)から

分かるよう に、デザイナー、シーン・季節、ア

イテム、色、コーデイネート、 イメージと大き

く7つの項目に分けられる。掲載の多かった

項目について、特徴的な事項を述べていく。

デザイナーは、 60年代(表 1-2)に引き続

き70年代も重要であった。デザイナー名と掲

載数をデータ化してまとめた表が、70年代の

表 1-1 項目の分類 70年代

項目 掲lt数 (回) 錫軍t率(0/0)

デザイナー 86 28.10 

シーン・季節 84 27.45 

アイテム 76 24.84 

手軽材 12 
素材 23 7.52 

柄 11 

色 14 4.58 

コーディネート 12 3.92 

フォークロア 日
イメージ 11 3.59 

その他 3 

計 306 100.00 

認70S1・代に紙たに:{H曲したJJi日は斜体で示す.

表 1・2 項目の分1ai60年代

項目 掲般数{回) 渇載率(0/0)

デザイナー 40 23.67 

シーン ・季節 39 23.08 

繁材
素材

19.53 
柄 18 

アイテム 26 15.38 

色 16 9.47 

| その他
8.88 イメージ

|フォークロア

計 169 1∞.∞ 
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ぷ2・2 デザイナ-r，とm総数 60年代

デザイナー名 同銀敏(1!iI)

Christian Dior 64 

Nina Ricci 48 

Hubert de Givenchy 45 

Yves Saint Laurent 45 

Emanuel Ungaro 39 

Pierre Balmain 39 

Valentin。 39 

Bill Blass 39 

Sybil Connolly 35 

Belinda Bellville 34 

Oscar de la Ren回 34 

Jeanne Lanvin 32 

Pierre Cardin 32 

Pertegaz 32 

Anne Klein & C。 30 

Galitzine 27 

Jean Patou 27 

Edward Molyneux 27 

Jean Mun 26 

Calvin Kleln 26 

Albert Fabianl 25 

Fedenco Forquet 24 

GuyL副。che 18 

Jerry Silverm町、 16 

Geoffrey Beene 16 

Chuck Howard t6 

TearT同lna 、s

Chloe 12 

Michael 12 

Emilio Pucci t2 

Stan Herman 12 

Jo Mattli tt 

Donald 自民間ks 10 

Edi山 Head 10 

Carol Hom 8 

He巾ertKasper 8 

Leo Narducci B 

Christian Aujard 6 

Giannl Versace 6 

Sonia Rykiel 6 

Simonetta 6 

Chester Weinberg 6 

John Anthony 6 

Pear1 Nip官、 6 

Rat凶凶国明 E 

Scon Bar甘。 6 

D国喝V剖 Fur討町、b申耳 4 

D官、Sayres 4 

Jam踊Ga陥nos 4 

K剖凶伊巾凶 2 

円割祖国 2 

P副吋Eltis 2 

骨十 1026 

~:t 印は7メリカのデザイナー
は、 70年代に訴たに:{!場したデザイナーをぷしている.

::; 

デザイナー名 ;日総数(回)

Guy Laroche 26 

Nina Ricci 21 

Christian Dior 20 

Pierre Cardin 19 

Jean Patou 18 

Jacques Heim 18 

Federico Forquet 17 

Jeanne Lanvin 16 

Albert Fabiani 16 

Pierre Balmain 15 

Irene Galitzene 15 

Yves Saint Laurent 14 

Edward Molyneux 14 

Emirio Pucci 11 

Pe同egaz 11 

Jo Mattli 11 

Simonetta 10 

Hubert de Givenchy 9 

Michael 9 

Syibl Connolly 8 

Balinda Bellville 8 

Chester Weinberg B 

Jacques Grille 7 

Chuck Howard 7 

Teal Traina 7 

Bill Blass 7 

Oscar de la Renta 6 

James Galanos 6 

Ronald Paterson 5 

Alix Gres 4 

Jean Des s es 3 

Cavanagh 3 

Valentino 2 

Rodriguez 2 

Roger Van S 1 

Elio Berhanver 1 

計| 375 

※

※

※

※

※

 

~:t 

~:! 

※ 

..伊・...， 
-・，， 

~:: . .‘ 
::: ・..

-・，
H‘ 

m印はTメリカのヂザイナー

(表 2・1) と60年代の(表 2・2)である。 2

つを比;1皮すると、:tl:.llliX.されているデザイナー数

は全体で25i'，が新たに登場しており、アメリ

-72ー



rVogue Pattern sookJにみる FashionDesign(3) 

t 

-"" . 

c 

.= .-_. ~-， 
1><1 1 rデザイナー」 の項目におけるアメ リカのデザ
イナーの例

111典:iJlJ日・ 参考文献(126)(127) 

カのデザイナーが急速に増えていることも理解

できる。古賀は、 rrvogueJ誌 100年にみる、

ファッション情報の変容 (4)Jで、 rvogueJ

誌の分析を行い、アメリカ ・ファッ ションが定

着したのは、 1930年代と記述している。1930

年代における rvogueJ誌のファッション ・ペ

ージの主役は、 パリのオートクチュ-)レだった

が、アメ リカ独自のフ ァッションも地歩ーを阻め

つつあったとし、組l自のフ ァッションをパリ・

ファッションのコピーとは一味迫ったカジュア

jレ!品のあるファッションと している。シャツ ・

ドレス、 きっちり したスー ツなどが.!l~~í~的 なア

メリカ ・ファッションと して定若し、スポーテ

ィなカジュアlレ!惑j:f:のカリフォルニア ・ファッ

ションなどが浸透していった。また 1940年に

は、 「アメリカのデザイナーによる独自のアメ

リカン・ファッション ・コレクション」という

|式12 rシーン ・季節Jの項目の例、テニス ・ウエア
/1¥典:iJ 1 JfJ・参考文献 (128)

概念が、初めて打ち出され、その後それまであ

まり知られていなかったアメ リカのデザイナー

たちの紹介記事が頻繁に取り上げられるように

なった 12.1)。 その後もスポーティでカジュアル、

機能性を指向するシンプルな「アメリカン・フ

ァッションJで50年代にはコーデイネートと
いう言葉が登場したと記述している 刷。iiij2 

稿の50年代 ・60年代では、アメリカのデザイ

ナーの重要性は読み解く ことができなかった

が、 70年代の rVoguePattern BookJにおいて

は、 BillBlass、Oscarde la Renta等が、上位に

入っている事や、アメリカのデザイナーの掲載

が6人から 21人に増えている事などの事象か

らアメ リカのデザイナーが重致;な存在で‘あった

ことが理解できる(図 1)126)問。 Tiij述 したア

メ リ カの ready-to-wear を'ij~i] Iしていた Anne

Klein、CalvinKlein 等のデザイナーの拘》肢もあ

る。こういった点を背長に、アメ リカのデザイ

ナーが積極的に掲絞されていったと ~mìJlJjされ

る。アメリカのデザイナーの特集ページも(凶
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ぷ3-1 アイテムの掲紋数 70年代 ぷ3・2 アイテムの拘紋数 60 11~代

アイテム名 掲載数(回) 潟餓率(%) アイテム名 縄鮫数(回) 縄載率(%)

ワンピース 1343 27.11 ワンピース 2123 48.03 
スカート 637 12.86 スーツ 460 10.41 
I ~ンツ 672 13.57 
ジャケット 596 12.03 
ブフウス 580 11.71 
トップス 242 4.89 
チユーツク 143 2.89 

フラウス 451 10.20 

スカート 346 7.83 

ジャケ"1ト 310 7.01 

コート 259 5.86 

Jてスト 127 2.56 I ~ンツ 168 3.80 

コート 121 2.44 カットソー 149 3.37 
シャツ 99 2.00 帽子 62 1.40 
スーツ 86 1.74 水着 30 0.68 
キャミソー)t，. 66 1.33 ベスト 13 0.29 
パンツスーツ 48 0.97 
水着 40 0.81 
ケープ 38 0.77 
ガウン 22 0.44 
ショール 17 0.34 

ガウン 11 0.25 

ポンチョ 10 0.23 

ケープ 9 0.20 
キャミソール 8 0.18 

帽子 17 0.34 ストール 7 0.16 

テスウェア 15 0.30 シャツ 2 0.05 

カーディガン 9 0.18 I~ンツスーツ 0.02 
パック 8 0.16 ビスチェ 0.02 
エプロン 5 0.10 計 4420 1∞∞ 
カフタン 5 0.10 
ボディスーツ 5 0.10 
ポンチョ 5 0.10 
下活 4 。目08

ボレロ 2 0.04 1 )のように組まれることが多かった。
Tシャツ 0.02 

計 4953 100.00 

は70年代になり折たに!f場した7イテムを示している

次に多いlJ'l1-1は、 シー ン ・季節である。 Ijij述

の文献から読み取れるよう に、 70~I~代のファ

Page 11， pattem #2850 
8y Patω_ 8 1016. $5.∞ 
Jackel: Polyester laCTylicl∞tton by 
Charter Fabrics: 1∞1 Sixth Ave_ 
Skiは:Fortrel/w∞I/rabbil hair knit 
by Logantex inc.: 1450 B'糊 y_81ω'se: 
Cotton by Iselin Jeffers加 :111 W. 40th 
SI. Hat by Mr. Martin. Ca附 byMespo. 

腿13 ジャケット、ブラウス、スカートのコーデイネー卜の例

山典:引J1J ・ 主~.J5'・文1M (129) 
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図 4 フォークロア訓の小花柄の例

/J¥J)住 :~ IJIJ .参考文献 (130)

ベイズリ一例 幾何梢

図6 ベイズリー柄、 幾何柄の例

1l!J)与:i] IJIJ・参与文献 (132)

ッションがライフスタイ Jレと関連があったこと

を考臨して見ていくと、テニス、ゴルフ、スイ

ミングなどのスポーツに特・化した特集がその一

例である (1火12)酬。また、 前述にもあったジ

ェット機やクルーズにおける移動手段の党以の

よって行動範凶が広がったことを背iitに、旅行

に行くための装いの提案も見られた。

アイテムの項目にお目すると、 70年代と 60

年代の編集構成を比依するとその掲載数が1Mえ

1;l:15 サイ ケデリックi舗の大きい花柄の例

III典 :i] IJIJ・参与文献 (131)

.....，.伺11tr.・112$幻.00
同酔9.同ttffQ・剖30~.50 
Bolh'ilU8 I・16'IIZS PoIJf'加
醐畑酔由旬必制 flbr由 1~ 12
8同f.tI10.臼11同 国" ~同副知 01
i岨泊 IISW3OIhSI.P...1剖 luthtl
同噌leIr師 Cr.II臼，.....加 町 旧噌刷
・叫帽d蛤韓$阿川崎山1~IClNi国S
10< 

|望17 フ ォ ークロアのJjj lj のj~J

山典:'J IJIJ .多彩文献 (133)

ていることがわかる。アイテムだけに特化して

データ化した (表 3-1)と (表 3-2)を見ると、

アイテムの極類が60年代に掲載されていた全
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アイテム数19点に対し、70年代は28点に地え、

そのうちの 11点が60年代には掲載のなかった

アイテムである。この時代は各アイテムが重要

となり、コーディネー 卜して装うことが人々に

受け入れられていたと推測できる。また、コー

デイネートという項目が70年代になると新た

に増えており、 (図 3)酬 のようなブラウス・

スカート・ジャケットのような単品の組み合わ

せたコーディネートの提訴遣が目立っている。

素材の項目の柄では、花柄、 ベイズリ一、 幾

何、チェ ック、ストライ プ、ボーダーなどが多

くみられた。花柄は種類がi丘町にあり、フ ォー

クロア調の小花柄 (悶 4)酬 やサイケデリ ツ

ク制の大きい花柄 (図 5)山 lが多く制載され

ていた。他にもヒッピ一文化を思わせる、ベイ

ズリー、幾何の柄が見られ、イメージの項目で

フォークロアに附する編集が多かった点とも|刻

辿付けられる (図 6)ω。フォークロアの項目

は60年代にも掲載があったが、 70年代になり

増加している。チュニック、カフタ ンなどのア

イテムの登場が70年代におけるフォークロア

の流行を特世づけている(図 7)刷。

5. rVogue Pattern BookJおけるファッション・
デザインの特徴

rVogue Pattern BookJの各号には rOTHER
VlEWS OF PATTERNS IN THIS ISSUEJ rVPBr 
SGUIDEJのような絵型の表示があり、前稿に
ならい、そこから説み取ることのできるアイテ

ム、 シルエ ット、丈を分析し、データ化した。

分析対象となった絵型の表示は4953点ある。

70、60年代の上位に登場したアイテムを (表

3-1) (表 3-2)から比較すると、どちらの年

もワ ンピースがMも多かった。その他、 70年

代はスカート、 パンツが大幅に掲載数をやl'ばし

ている。60年代に制杭数の多かったスーツと

は異なり、綿々なコーデイネートの可能な単品

のアイテムの掲載数が明えていることが特徴的

である。前述した、コーデイネートがフ ァッシ

ヨンとして人々に泣透している事象であると捉

えることができる。チュニック、カーデイガン

等、11種のアイテムが新たに登場しているこ

v
l
t
 

，，gh
 --

小…山一

相、Ic ~ 帥句.. 

.ftttrl匝1ft'

!1Ift"!'世‘

4--u  

|買18 チュニックとパンツのコーディ ネートの(91)

1'-1典:引JIJ・参考文献 (134)
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凶9 マキシ・ドレス、ロング ・ドレスの例

m~ll: iJlm.参考文献 (135)(136) 

表 4 スカ ー ト丈 . lf丈の~I:，I絞数 70年代

丈 縄総数 (回}

ひざ上20an 9 

ひざ上15an 39 

ひざ上 10cm 74 

ひざよ5cm 115 

ひざ丈 541 

ひざ下5αn 174 

ひざ下10an 341 

ひざ下15cm 228 

ひざ下20an 438 

計 1959 

ぷ5 スカート丈.li丈のjl:，l級数のjm移

丈 1970年 1971年 1972年 1973年
ひざよ20an 5 2 2 
ひざ上 15an 39 

ひざ上10αn 71 1 

ひざ上5αn 70 3 
ひざ丈 24 94 159 84 
ひざ下5cm 10 43 10 3 
ひざ下10αn 16 30 3 
ひざ下15an 5 19 3 

ひざ下20cm 39 60 47 3 

ともわかる (図 8)則。 水治、テニス・ウェア

の掲載など、その時代の人々の過ごし方が担保

できるアイテムも多かった。

まず、 1M純数の多かったワンピースとスカー
トについて述べていく 。70年代のドレスの!f.l;

徴であるマキシ・ドレスやロング・ドレスの挺

梁も 多 くみられた ( I~I 9) I却酬。 それらは、

ゆったりとしたAラインやピック・シルエット、

JLっ直ぐに裁断されたストレート・ラインのも
のであった附則。 ワンピースとスカートの丈

に注目して分析したものを (去 4)、年代ごと

にその推移を示したものを (表 5)に記した。

1974年 1975年 1976年 1977年 1978年 1979年

21 1 

94 16 22 28 20 

18 12 42 17 18 

15 38 44 72 76 47 

11 21 17 52 95 5 
52 58 36 54 37 9 

III依歓 0"1)

ひざ上、ひざ丈、ひざ下の丈の掲載合計数は、

237回、 541回、 1181四と圧倒的にひざ下丈が

多い。ひざ下丈の内訳は、ミデイ丈は515回、

マキシ丈は 666回とマキ シ丈が多い。3・(1)

で前述したように 70年代の多緑化したスタイ

ルの影響があり、線々なスカート丈が同じH寺JUJ

に登場するようになったことが (表 5)から読

み取れる (図 10)刷州。 詳細を見ていくと、

ひざ上丈は、 701Fに拘ilili.数が多 く、その後は
極端に減り、結朱riij・!.I土の 31 1~ IIUで衰退したと

言える。ミディ丈、マキシ丈は継続的に掲載数

が多く、特にマキシ丈が多いということが読み
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ミモレ ・スカート

l誕110 スカート丈のバリエーションの例
IH典:.; IJIJ・参考文献 (139)(140) 

マキシ ・スカート

衣6・1 パンツ ・アイテムの詳細 70年代 ぷ6-2 パンツ ・アイテムの訪純160年代

アイテム名 縄級数(回)

ス ト レー ト I~ンツ 250 

ワイドI~ンツ 110 

コンビネゾン 83 

フレアI~ンツ 70 

I~ンツスーツ 58 

ショ ー ト I~ンツ 39 

パギーパンツ 36 

スカー卜I~ンツ 35 

ベルボトム 33 

キュロット 3 

ハー レムJ~ンツ 3 

計 720 

は ïO 年代になり街たに{1:1晶したアイテムを"j~ している

アイテム名 郷軍E量生(回)
ストレートI~ンツ 113 

ショートI~ンツ 26 

コンビネゾン 24 

I~ンツスーツ

キュロット

世十 165 

取れた。文献からも、70年代初頭のさまざま

なスカー トの丈が提訴さされていた事象と同様の

傾向がみられた。また 70年代中頃から後半ま

ぷ7 パンツ ・ アイテムのro~数の推移

アイァム名 1970年 1971年 1972年 1973年 1974年 1975年 1976年 1977年 1978年 1979年
コンビネゾン 9 11 17 7 。 3 22 日 。 6 

パンツスーツ 2 3 4 10 24 。 3 5 4 3 

キュロット

H 
三 5 

6 3 
3 5 7 39 3 3 

4 ショート1<ンツ
スカート1<ンツ 2 

2鐙8 • 3 ストレート1<ンツ 44 

HE 
69 

1<ンツ パギーパンツ 2 68 61 91 47 40 30 50 48 68 76 

フレアパンツ 6 区 11 3 3 一
ベルボトム 12 匡 区J、ーレムパンツ 一 ト一一 一

28 

一
2 ワイド1<ンツ ←一一ー 14 22 30 24 

制緩散 (~'I )
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.....z回Um町slお"s.tn a ，." r-r 
uω'lma..... s.tna'..l I I 
1..505..・3愉....p回'"噌句Tぬ凶 1 j I 
V由 k.Ud ，財叫附加‘出耐組問 1j ，1 .... 
1... 9 L JllbSt.a相暗Au!l''''1JOII 1 1 11 
削同刷、凶附句曲醐噌So巾 1111 . 
，，，，， .4鈎B・咽y刷旬M脇耶 o...u .._る... ~ 

87~幻 862:幻

1'X11I ワイドパンツの例
111典:，) 1111 .参与文献(141)

でミディ丈とマキシメ;が総統的に泌IJUされてい

ることも文献と終合性がある紡栄となった。

次いでパンツ・アイテムの詳細lを凡ていくと、

その純知は70~ I :代に人り 6 純が1Mえている(ぷ

6・1)(去 6・2)。知:ぃ丈のショートパンツから

長い丈のものまで、丈のバリエーションがあり、

シルエットもストレートパンツ、ワイドパンツ、

フレアパンツなど427;fになっている。文I祇とl'iJ
織にパンツ ・アイテムがif(裂であったことが例

える。パンツ ・アイテムの詩編uをH与系列で迫っ

てみると、ストレートパンツは、 70"1:代を泌

して抗・楽されているが、，jif'1三と後半に多く、 1]1

頃は少ない (~< 7)。継続はせずに 2. 3 {~の

'11.発的に拘載されているものは、，jij']'.はペルボ

トム、1]1頃はフレアパンツ、後半はワイドパン

ツと日まぐるしく色々な提案がされている (1誕|

11) ，川。 これらの現象は、文献から抗1111¥した

60年代後半から継続されているフ ァッシ ョン

と70年代に台則したフ ォークロアからの流れ

のピック ・ルックの流行が反映されていると-1ft
測できる。また、71年に急激に拘総数をfl]'ば

したショートパンツはプレタポルテで一時的に

提案され、その後継続せず、 一時の流行で終わ

ったとの記述と一致している現象である。

これらの 'J~象を換言すると、 70 年代の f'Vogue

Patlern BookJは、 一般的な流行と|白J-tliの提案
をしていたと，i-える。

6. まとめと考察

以上の分析結果を基に本研究の考察をすると

大きく 三つのことが言える。

一つ目は、 50{ I~代、 60 年代の分析結果と同

織に、その年代、すなわち 70年代の特徴的な

JJll飾表現を f'VoguePattern BookJから抗11111で

きた。代表的な例としてスカート丈のH寺系列推

移の結以を上げる oJ~ができる。 デザイナーが発

表するコレクション及びス トリート・ ファッシ

ヨンでは、 70年代の，jif半では 60t.1~代の流行を

継続して抗議していたミニからミディやマキシ

に発展していった丈の変化と同級に、 f'Vogue

Pattern BookJでも前半ではミニの制載が多い

結栄を経て、 ミデイやマキシが嶋えてく る 、J~象

を舵えることができた。f'VoguePaltern BookJ 

の誌上でパンツ ・アイテムの提案が1Mえたこと

も、コレクション及びス トリー ト・ ファッシ ョ

ンの変巡と同級の結果であった。さらに、アイ

テムが多種多機になっている結米を捉える と、

コーデイネートが主体になってきたII.~代性を反

映していると言える。60年代にもコーディネ

ートが主になってくる兆しは見えたが、 70年

代になり、 J匂滅されるアイテムの毛n~iがi行えた

という分析結米からコーディネートのl時代に入

っ たと 言える 'J~例であ っ た。 70 年代に流行っ

たフォークロアやエスニ ックの妥ぷ-について

は、 プリントの納.やアイテム、コーディネー ト

等の表現で随所に掲載されていた。 これらの 'J~

例を 総合的に換言すると、f'VoguePaltern 

BookJにおける型紙の販売は、凶や.ffll市を起

えてコ レクション及びス トリー トの双方の情報
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を取り入れた70年代のファッションを捉えて

提案されていたと言えるのでないだろうか。

二つ目は、 60年代と同様に人々のライフス

タイルを基に編集されていることが読み取れ

た。 60年代においてもライフスタイルを基に

した構成が見られたが、 70年代はさらに様々

なシーン・季節の構成が増えておりライフスタ

イルを基にして掲載している事が理解できたo

テニスやゴルフ等のスポーツ、飛行機で旅行す

る際のアイテムの紹介、水着の提案が増えてい

る等から人々が生活を楽しんでいた様子が伺え

る。シーンや季節に合わせて装うための衣服が

必要であり、 rVoguePattern BookJはそのニ

ーズに応じた型紙を提供していたと言える。

三つ目は、アメリカがファッション・ビジネ

スにおいて先進的な取り組みを始めて、国独自

のファッションの表現を確立してきた時代にな

ったことである。 rVoguePattern BookJの構

成では、 50年代はパリの情報を基に編集され

ており、 ω年代はストリートの情報を取り入
れながらも、パリコレで注目されているデザイ

ナーや情報を中心とした掲載が多かった。パリ

の情報を基にしたデザインの型紙を提供してい

る実態も導きだせた。一方、今回の70年代の

分析結果では、アメリカのデザイナーが多く登

場し、その後のアメリカのファッション・ビジ

ネスを牽引するデザイナーも掲載されていた。

50・ω・70年代の結果を受けて、さらに80
年代の rVoguePattern BookJを引き続き研究

資料として分析することを考えている。継続的

な視点でファッション・デザインの実態を明ら

かにするとともに、 70年代の分析から導きだ

せた世界的に浸透していったカジュアル化とア

メリカのファッション・ビジネスの発展につい

ても注目していきたい。

注

注 1)本稿で記しているアメリカのデザイナ

ーとは、引用・参考文献53)を基にして

おり、アメリカ市場に商品を展開し、評
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価されているデザイナーを示しているo

アメリカ国籍の有無については概念外と

している。
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